
 

豊 田 地 区 連 合 自 主 防 災 会 

「合同防災訓練」事例発表 資料－1

豊田地区 23町内(訓練参加町内)

住吉1丁目 住吉2丁目 住吉3丁目 末広1・2丁目
末広3丁目 豊田町 土合1丁目 土合2丁目
錦1・2・3丁目 花園1丁目 花園2丁目 花園3丁目
大町1丁目 大町2・3丁目 城南町 東大町
曙1丁目 曙2・3丁目 上条1丁目 上条2丁目
笹崎3丁目 花園東1丁目 花園東2丁目



 

 　    【 活動事例発表者・・・・・浅 見 孝 一 】 資料－２

    〇豊田地区連合自主防災会長

　　〇花園東2丁目町内会長・自主防災会長

　１． 豊田地区の概要について

① 総世帯数 2,788 世帯

② 人口 7,450 人

③ 学校(2校) 豊田小学校、旭岡中学校

④ 主要河川 栖吉川  (地区内北部)

＊ 地区内の主要河川 柿川  (地区内中央)

太田川  (地区内南部)

⑤ 地区内の特徴

＊ 長岡駅と宮内駅間の東側で、長岡東ﾊﾞｲﾊﾟｽ間に

位置し新旧住宅地が混在している地区である。

＊ 最近では、ﾌｪﾆｯｸｽ大橋の完成により車の通行量

も大幅に増加している。

＊ 現在、平成28年度の完成を目指して、２カ所で

区画整理組合が造成中である。

Ａ．上条・高畑土地区画整理組合
◎ 立川総合病院の移転及び商業地域と住宅地域

なお、住宅区画は 300程度らしい。

Ｂ．花園南部土地区画整理組合
◎ 原信をｷｰﾃﾅﾝﾄとした、商業地域と住宅地域

なお、住宅区画は 300程度らしい。

＊ 両地区の造成完成後には、大手病院及びｽｰﾊﾟｰ

や商業店舗の進出が見込まれ、また住宅６００

区画による人口増加が推測され、魅力溢れる活

気ある地区として発展が期待される。

 ２．連合自主防災会の設立について

① 設立年月日 平成22年2月22日 (規約施行日)

② 設立趣意書による意思確認 添付資料

○ 防災のため、各町内の連携強化等をはかる町内 Ａ
代表者による意思の確認趣意書を作成した。

○ 町内の自主防災会長及び町内会長による署名
＊町内により、役員任期が異なることによる弊害を軽減

  し、新会長が就任しても負担とならないよう、意思統

  一をはかるために連名で署名した。



 

 

　３． 合同防災訓練の概要

① 訓練実施日 毎年8月の学校夏休み期間中

② 訓練種目(9種目)
○初期消火訓練 ○ロープ活用訓練 ○救出救護訓練

○応急手当訓練(心肺蘇生法) ○応急処置手当訓練

○更衣室授乳室設置訓練 ○煙体験訓練

○起震車体験訓練 ○はしご車搭乗体験訓練

③ 協力機関
・長岡市危機管理防災本部様

・長岡市消防署様 (消防署様要請の安全士会様)

・豊田小学校様、旭岡中学校様

<ﾒﾓ>

　４． 年度運営目標の明示

  連合自主防災会の当年度の「行動指針」として、

  年度運営目標を明示する。

① 自町内の防災訓練の徹底と防災意識向上をはかる。

　　＊災害発生時は、初期行動が第一 ！！

○自分の命は、自分で守ること。

○自分の町内は、自分たちで守ること。

② 一人暮らしや高齢者及び子供達が災害弱者になら

 　ないよう対応する。

③ 町内自主防災会との情報交換をはかる。

　　　○町内防災訓練の見学や防災資機材の相互貸借もする。

　　　○想定される災害等について、対応状況の情報交換をする。

④ 町内自主防災会長の結束を強化する。

　　　○行政等に要請する事項等が発生した場合は、自主防災会

　　　　長の連名により必要に応じて陳情等の働きかけを行う。

<ﾒﾓ>



 

５．連合自主防災会の組織と役割分担等の作成

(添付資料) ・豊田地区連合自主防災会組織・役割分担

・豊田地区連合自主防災会組織図及び連絡網

・豊田地区連合自主防災会組織及び活動種目別担当役員

・合同防災訓練「種目別訓練」担当班長の職務

・合同防災訓練「種目別訓練」参加人数

・各自主防災会(町内会)「訓練種目別」参加割り当て人数

・整理券の発行(起震車体験とはしご車搭乗訓練見本)

① 平常時も災害発生時も、役割分担が解るように明確 添付資料

 　にした。 Ｂ
 　混乱防止のため訓練時も災害時も同一対応とした。

② 組織図と連絡網の徹底をはかった。 添付資料

③ 原則として、自主防災会長が交替しても担当の役割 Ｃ
　 分担が変更とならないよう、会長個人から町内とし
　 て割当した。したがって、1年交替の任期会長は前任 添付資料

　 の会長の残任期間をそのまま担当することとした。 Ｄ

④ 訓練当日に混乱しないよう、訓練種目別の担当班長 添付資料

　 の職務内容を事前に明示し徹底した。 Ｅ

⑤ 訓練時間に限度があり、また訓練種目も限られてい 添付資料

　 ることから、町内別の受講人数を割り当てしている。 Ｆ

⑥ 更に「訓練種目別」参加割り当て人数を、個別種目 添付資料

 　別に抜粋し、担当班長が混乱しないようにした。 Ｇ

⑦ 訓練受講事前登録者を優先させるため、受講整理券 添付資料

   を発行して混乱を防止している。 Ｈ
　 (整理券発行種目…起震車体験訓練、はしご車搭乗訓練)

<ﾒﾓ>



 

 ６． 合同防災訓練「当日の実施計画書」

① 合同防災訓練実施の目的を明示

　　Ａ．訓練が希薄にならないよう、どのような訓練を取り

入れているか、何のために訓練するか等明示する。

　　Ｂ．訓練参加者が、増加するような目的を明記する。

　　Ｃ．訓練することにより、町内を超えた連携と絆が深め

られ、減災になる意義を徹底できる目的とする。

② 合同防災訓練の「当日のｽｹｼﾞｭｰﾙ」を明記 添付資料

　　Ａ．合同訓練は、実際の災害発生時における一日のリア Ｉ
ルな避難状況や救助活動を想定した計画書とする。

　　Ｂ．「各町内避難訓練」と「長岡市指定の一時避難所」

へ避難して、そこで実施する各種の訓練種目を取

り入れた地区の合同訓練とする。

　　Ｃ．この合同訓練を定着させれば、災害発生時の避難等

の基礎知識が身につくことを周知させる。

　　Ｄ．各町内の「避難訓練」の実施

○ 午前８時００分に 震度６強 の地震発生<想定>

公園等町内の避難場所へ避難

 ☆ここから「花園東２丁目」避難訓練を例示

◇ 避難場所の花園北公園へ避難

↓ <家の安全確認> <近所の安否確認> <人命救助等>

◇ 避難状況確認 ヒモ の掲示 添付資料

↓【黄色】全員避難済 【赤色】要救助者有 Ｊ

◇ 花園北公園に班別の立看板設置 (班長待機)

↓ ・避難者名を班長に報告し、飲料水の配布を受ける。

◇ 「住民現況簿と避難状況簿」で避難者確認 添付資料

↓ (班長は、漏れなく確認すること) Ｋ

◇ 班長は避難者確認後、避難状況簿により
自班の世帯を確認訪問(ﾁｪｯｸ)する。

【赤色】の要救助ヒモが掲示されていない

か慎重・確実に確認する。



 

※「住民の現況と災害時の避難状況簿」作成
 　時の注意事項

○ 個人情報にあたるため、強制聴取はしないこと。
○ 世帯主以外の氏名、年齢、性別は問わないこと。
○

この場合、家族の電話番号等届けてもらうこと。
○ 災害時に家族の同意を得ないまま、建物等に

損害を与えるトラブルにならないよう注意すること。
○ 必要性について、十分な説明等の対応をし、時

間をジックリかけて作成すること。

◇「災害時の避難経路図」を各世帯配布済

○ 町内の住宅配置図に避難矢印を記入してある。 添付資料

○ 倒壊する可能性が高い電柱も記入してある。 Ｌ

◇町内避難場所の「花園北公園」の植栽配 添付資料

　置図を各世帯へ配布 Ｍ
○ 公園内の木々の配置場所及び本数等を記入

○ 倒壊危険が出た場合は、市役所へ剪定等依頼

その他に作成し、配布してある資料

※「花園東２丁目自主防災会の主な業務」 添付資料

   (雪害、水害、火災、地震、原発放射能関係) Ｎ

※自主防災会の組織と役員の役割分担 添付資料

   (平常時と災害時の役割を担当役員に割当) Ｏ

※自主防災会の「緊急連絡系統図」 添付資料

Ｐ

※降雪時の歩道・町内道路の要除雪場所図
   (歩道・町内道路角地、留守宅前、高齢者宅等)

※住宅玄関と道路面高低差図 添付資料

   (河川の氾濫時に、浸水の危険からさけるため) Ｑ

※自主防災マニュアル 添付資料

(想定される災害に対応するため、全世帯へ配布済) Ｒ

<ﾒﾓ>

要援護者がいる場合は、家族の確認を取っておくこと。



 

○全員が避難し対応が完了したことを確認

       (避難状況を避難者に報告する)

町内の避難訓練完了

　　Ｅ．豊田地区合同防災訓練の実施

○合同訓練参加者が、長岡市指定の豊田地

　区避難所である豊田小学校へ避難する

午前 ９時００分を目途に
各町内の避難場所を出発

○豊田小学校到着 (９時２０分頃)

・避難者と負傷者の人数を本部へ報告

・人数分の飲料水の支給を受ける。

・負傷者は、待機している看護師の手当
 てを受ける。
・合同訓練開始まで、自町内の専用テ
 ント及び体育館内に待機する。

○全町内自主防災会到着後
○合同訓練開会式 (９時３０分)

・連合自主防災会長挨拶
・来賓挨拶……長岡市危機管理防災本部
・訓練内容と注意事項……事務局

○合同防災訓練の開始 (９時４５分) 添付資料

・豊田小グランド及び体育館で５種目訓練 Ｓ
・豊田コミュニティセンターで２種目訓練 Ｔ
・豊田小と豊田コミセン駐車場で２種目訓練 Ｕ

※全９種目を 訓練参加者 ６６８名で実施 添付資料

  なお、当日の見学者が１００名程度おり、一部訓練 Ｖ
  に飛び入り参加していた。 訓練

写真

○合同防災訓練の終了 (１１時４５分) (とよだ)

○合同訓練閉会式 (１１時５０分)

・講評: 長岡市消防署宮内支所
・連合自主防災会副会長閉会挨拶

○解散 (１２時００分)



 

<ﾒﾓ>

　７．合同防災訓練終了後の業務

① 訓練終了後の、後片付け業務

※ 当初計画書に記載の町内割当に基づいて、
実施する。

○訓練資機材の収納は元の位置に収納する。
○訓練会場の清掃・整理整頓をする。

　・豊田小学校のグランド及び体育館とトイレ
　・豊田コミセンの講堂及び和室とトイレ
(トイレの便器清掃のため、雑巾を数十枚事前に作成する)

○灰皿の設置場所の火の用心と整理整頓

② 運営部会役員との確認

・参加者のケガ人等の確認をする。

※ 長岡消防署では、各町内や地区で開催される防災
訓練で届出があったものについて、事故が発生し

た場合に保険が付保されています。

  防災訓練計画時には届出を ！！

③　今回の訓練に対する「アンケート」実施

○今後の訓練の参考にするため、各自主防災
　会長へｱﾝｹｰﾄを実施し、結果報告もしている。

○ｱﾝｹｰﾄ項目 ・町内避難訓練…３項目
・豊田小・ｺﾐｾﾝ訓練…４項目

<ﾒﾓ>



 

８．豊田地区連合自主防災会の主な特徴 

① 災害に備え、毎年恒例訓練として実施している。

② 災害発生時のリアルさを反映させるため、当日
朝の「町内避難訓練」引き続いて「合同訓練」と
一日の流れを仮想している。

③ 参加者が毎年増加するよう、新しい訓練を取入
れるよう対策を講じている。

④ 訓練後にアンケートを実施し、次の訓練の参考 添付資料

としている。 Ｗ

⑤ 関係機関からご教示いただくため、毎年一回
「防災研修会」を開催している。

 ９． 今後の課題

① 平日日中の災害発生時のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの実施
・平成２４年８月～１１月の間で実施 (参加者:30名程度)

・豊田地区の「木曜サロン…高齢者の会」(毎月１回開催)

・主催 : 長岡市危機管理防災本部

中越防災安全機構

長岡市男女共同参画推進室

・広域な地区で継続的に実施することが不可欠

② 各町内自主防災会長の複数年就任を推進

・各町内の会長任期が、半数程度の町内で１年交替であ

 りできる限り複数年になるようお願いしていきたい。

③ 当連合自主防災会は、２２町内自主防災会

と２３町内会で設立趣意書に署名し、設立さ
れたものの、事務局として各町内の自主防
災会の実状を把握していない。

<ﾒﾓ>

ご清聴、ありがとうございました。



 

 

 豊田地区連合自主防災会「配布資料」一覧

英字  添付資料名

Ａ 設立趣意書

Ｂ 豊田地区連合自主防災会組織・役割分担

Ｃ 　同　組織図及び連絡網

Ｄ 　同　組織及び活動種目別担当役員

Ｅ 　同　合同防災訓練「種目別訓練」担当

班長の職務

Ｆ 　同　合同訓練「種目別訓練」参加人数

Ｇ 各自主防災会(町内会)「訓練種目別」

参加割り当て人数

Ｈ 整理券の種類

Ｉ 豊田地区連合自主防災会「合同防災訓練」

タイムスケジュール

Ｓ 豊田地区「合同防災訓練」チラシ

Ｔ 豊田地区連合自主防災会【合同防災訓練】

訓練場所配置図

Ｕ 　同　【屋内体育館 防災訓練 配置図】

Ｖ ｺﾐｭﾆﾃｨだより (とよだ)
　　＊合同訓練当日の写真等掲載

Ｗ 豊田地区連合自主防災会「合同防災訓練」

アンケート結果

<ﾒﾓ>



 

添付資料－Ａ  

豊田地区連合自主防災会設立の趣意書 

     豊田地区連合町内会 

会 長   ○ ○ ○ ○ 

近年、 世界各地で大災害が頻発し 、 環境破壊が大きな問題と なっ ており ま す。  

国内においても大地震、 風水害など の災害が相次ぎ、 多く の生命や財産が失われており  

ま す。  

中越地域においても 、 7.13水害、 中越地震、 中越沖地震を体験し 、 そ の地域に与える被 

害は想像を超える ものであり ま し た 。  

 予測なし にやっ て く る災害に対し ては、 住民一人ひと り の各町内を超えた協力体制の  

意識づけが不可欠であり ま す。  

災害発生時の対策と し て、 国・ 県・ 市等の行政も 「 自主防災会」 の設立を要請し 、 各町 

内では立ち上げに尽力し ており ま す。  

当豊田地区の２ ３ 町内では、 １ ０ ０ ％の設立を目指し て努力し ている と こ ろ であり ま す。  

 こ れから は、 当豊田地区の２ ３ 町内の連携を強化し 、 災害発生時においても自主防災 

会及び町内会の相互協力によ り 、 自助・ 共助の力を よ り 高め、 安全で安心し て暮ら せる  

地域づく り を目指し て参り ま す。  

 こ のため、 地区全体を統括する 「 豊田地区連合自主防災会」 の設立を承認いただき ま  

し たが、 改めて主旨をご理解のう え署名をお願い申し上げます。  

【 私たち各町内の自主防災会長及び町内会長は、 こ の趣旨に賛同し署名し ます。 】  

   平成２ ２ 年６ 月２ ３ 日(火) 

  町内名   自主防災会長名    町内会長名    備考 

住吉１ 丁目 

住吉２ 丁目 

住吉３ 丁目 

末広１ ・ ２ 丁目 

末広３ 丁目 

・  

・  

・  

<ﾒ ﾓ > 



 

　　豊田地区連合自主防災会組織・役割分担

【平常時の役割】 【災害時の役割】

連合自主防災会の 総務関係の総括及

副会長 ⇒ 総務事務及び行政 び関係機関への連

(ｾﾝﾀｰ長) 等関係機関の連絡 絡調整、避難所と
調整 連絡及び協力

災害の起訴知識の普 情報収集、ﾃﾞﾏ防止

情報班 ⇒ 及、情報の収集伝達 関係機関へ被害状

訓練の実施 況等の報告

副会長

消火器の使い方、消 出火防止対策、初

⇒ 火訓練、火災予防 期消火活動、火災

の警戒

会長

救出用資機材の調達 救出・救助活動、防

救　出 ⇒ と整備、救助技術の 災関係機関への協

救護班 習得、救出・救助訓 力

連の実施

副会長

集会所、避難路(所) 避難の呼びかけ、

避　難 ⇒ の安全点検、避難訓 避難人員の点呼、

誘導班 練の実施 安全な避難誘導

非常持ち出し品準備 炊き出し、物資配

⇒ の啓発、炊き出し用 分の協力、避難生

員の確保と訓練、避 活の調整、生活相

難生活計画の作成 談や心の「ケア」

副会長

地域の巡回点検、危 被災後の巡回、危

安　全 ⇒ 険箇所及び危険物の 険箇所及び危険物

点検班 調査 の広報

住民に対する啓発活 副会長とともに会

防　災 ⇒ 動や防災活動に専門 長を補佐し、各班

委　員 的に携わる。 の活動を統括

(任期は、原則2年)

総務班

消火班

生活班



 

　 添付資料－Ｃ

住吉 1 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 177
(電話)

住吉 2 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 190

副会長 (条南町) (電話)

ＯＯＯＯＯ 住吉 3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 100

  長岡市消防署 (電話) (電話)

    予 防 係 (携帯) 末広 1・2 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 148
(電話)

(代表)３６ー０１１９ 末広 3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 82
(直通)３５ー２１９３ (電話)

豊田町 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 87
(電話)

土合 1 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 97
(電話)

副会長 (ｾﾝﾀｰ長) 土合 2 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 126
ＯＯＯＯＯ (電話)

(電話) 錦1・2・3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 210
(携帯) (電話)

花園 1 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 138
(電話)

会長　(花園東 2) 花園 2 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 145
  浅 見 孝 一 (電話)

(電話) 花園 3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 140
(携帯) (電話)

大町 1 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 11

副会長 (大町 1) (電話)

ＯＯＯＯＯ 大町 2・3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 186
(電話) (電話)

 運営部会・・８名 (携帯) 城南町 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 62
(電話)

<会長…１名> 東大町 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 62
　 浅見 孝一 (電話)

曙 １ ＯＯＯＯＯ <世帯数> 48
<副会長…４名> (電話)

曙 2・3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 150
(電話)

上条町 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 254
ＯＯＯＯＯ (電話)

(電話) 笹崎 3 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 68
<防災委員…３名> (携帯) (電話)

花園東 1 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 198
(電話)

花園東 2 ＯＯＯＯＯ <世帯数> 109
(電話)

<総世帯数> 2,788

＊顧問は、会長の要 防災委員 (花園 3) 住吉 1 ＯＯＯＯＯ

　請により必要に応 ＯＯＯＯＯ (電話)

　じて出席する。 (電話) 錦 1 ＯＯＯＯＯ

(携帯) (電話)

<平成25年4月１日現在>

平成２５年度 豊田地区連合自主防災会「組織図及び連絡網」

副会長（大町 2・3）



 

 

 

 

 

添付資料－Ｄ

　　平成２５年度

敬称略

会長 副会長 活動種目 班長

ｺﾐｾﾝ 大町 １ 曙 １ 上条町
ｾﾝﾀｰ長 総務班
　ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

曙 ２・３ 住吉 １ 土合 ２
情報班

ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

城南町
　ＯＯＯＯＯ 土合 １ 住吉 ３ 錦１･２･３

消火班
ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

花園東 ２
住吉 ２ 花園１ 末広 １・２

浅見 孝一 救出救護班
ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

大町 １
　ＯＯＯＯＯ 末広 ３ 笹崎 ３ 花園東 １

避難誘導班
ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

豊田町 花園 ３ 城南町
生活班

ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

大町 ２・３

　ＯＯＯＯＯ 大町 ２・３ 花園 ２ 東大町
安全点検班

ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

花園 ３ 錦 １ 住吉 １

ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ

豊田地区連合自主防災会「組織及び活動種目別担当役員」

防 災 委 員



 



 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度
豊田地区連合自主防災会「合同訓練 種目別訓練」参加人数

単位:人

 応急処置 更衣室 <別枠>

参加  グループ  手当訓練 授乳室 地震 はしご 給水車

ＮＯ 世帯数 人数 設置 体験 車搭乗 体験

(世帯) (人) Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 訓練 訓練 訓練 訓練

1 住吉 1 177 43 10 10 6 6 8 3 30

2 住吉 2 190 46 10 10 6 6 11 3 40

3 住吉 3 100 24 5 5 3 3 6 2 20

4 末広 1・2 148 35 7 7 5 5 9 2 30

5 末広 3 82 20 5 5 3 3 3 1 20

6 豊田町 87 22 5 5 3 3 4 2 20

7 土合 1 97 24 5 5 3 3 6 2 30

8 土合 2 126 31 7 7 4 4 7 2 25

9 錦 1・2・3 210 51 10 10 7 7 13 4 50

10 花園 1 138 34 7 7 5 4 9 2 30

11 花園 2 145 35 8 8 5 5 7 2 30

12 花園 3 140 35 8 8 5 4 8 2 30

13 大町 1 11 8 2 2 1 1 1 1 5

14 大町 2・3 186 42 8 8 6 6 11 3 40

15 城南町 62 14 3 3 2 2 3 1 15

16 東大町 62 15 3 3 2 2 4 1 15

17 曙 1 48 11 2 2 2 2 2 1 10

18 曙 2・3 150 34 7 7 5 5 8 2 30

19 上条町 254 57 10 10 8 8 17 4 60

20 笹崎 3 68 15 3 3 2 2 4 1 15

21 花園東 1 198 47 10 10 6 6 12 3 40

22 花園東 2 109 25 5 5 3 3 7 2 25
<別枠>

合計 2,788 668 70 70 70 70 46 46 90 160 46 610

※  煙体験…… 随時自由体験 ⇒ ３７０ 人　(延べ人数)

(注: 1) Ａグループ及びＢグループは、「初期消火訓練」と「ロープ活用訓練」です。
(注: 2) Ｃグループ及びＤグループは、「応急手当訓練」と「救出救護訓練」です。
(注: 3) 給水車体験訓練の1人当たり給水量は、１．５㍑程度を推定しております。

見学者も給水体験をしますので、できたら1人当たり1.0㍑以内で給水体験願います。
(注: 4) 給水車体験訓練の人数は、別枠として管理します。(お茶配布の対象外です)

そのため、他の訓練参加者もダブって給水体験が受けられます。

町内名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度 合同訓練

各町内自主防災会(町内会)「訓練種目別」参加割り当て人数

<訓練種目> はしご車搭乗体験訓練
敬称略

訓練時間 担当班長  参加割当人数
(人) (人) (人)

住吉 3 錦 1・2・3 4 曙 1

防災委員 住吉 3 花園 2 曙 2

9:45 (錦) 住吉 2 花園 2 上条町 4
末広 2 花園 2 笹崎 1

ＯＯＯＯＯ 末広 1 大町 1 花園東 3

11:45 豊田町 2 大町 3 花園東 2
土合 2 城南町 1
土合 2 東大町 1 　計　４６ 人



 

平成２５年度 合同防災訓練

各自主防災会(町内会)「訓練種目別」参加割割り当て人数

Ａ グループ (敬称略)

訓練種目 訓練時間 担当班長 　参加割当人数

土合 １

9:45 ＯＯＯＯＯ (人)

１．初期消火訓練 住吉1 10
住吉3 5

10:45 住吉 ３ 末広3 5
土合1 5

ＯＯＯＯＯ 錦1・2・3 10
花園2 7
大町1 2

土合 ２ 城南町 4
曙1 2

10:45 ＯＯＯＯＯ 上条町 10
２．ロープ活用訓練 花園東1 10

11:45 曙　 １
合計 ７０ 人

ＯＯＯＯＯ

Ｂ グループ (敬称略)

訓練種目 訓練時間 担当班長 　参加割当人数

上条町

9:45 ＯＯＯＯＯ (人)

１．ロープ活用訓練 住吉 2 10
末広 1・2 7

10:45 末広 ３ 豊田町 5
土合 2 7

ＯＯＯＯＯ 花園 1 7
花園 3 8
大町 2・3 8

錦 １・２・３ 東大町 3
曙 2・3 7

10:45 ＯＯＯＯＯ 笹崎 3 3
２．初期消火訓練 花園東 2 5

11:45 住吉 １
合計  ７０ 人

ＯＯＯＯＯ



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

　【屋内体育館　防災訓練　配置図】

訓練日: 平成２５年８月２５日

〔ステージ〕

 ア:　救出・救護訓練 イ:  救出・救護訓練

(人) (人)

住吉2 9 大町2・3 10 住吉1 10 大町1 2
末広1・2 7 東大町 3 住吉3 5 城南町 3
豊田町 5 曙2・3 7 末広3 5 曙1 2
土合2 7 笹崎3 3 土合1 5 上条町 10
花園1 7 花園東2 5 錦1・2・3 10 花園東1 10
花園3 7 計 70 花園2 8 計 70

〔体育館 床〕

ウ:  救出・救護訓練
　　① 応急手当訓練

エ:  救出・救護訓練
　　② 応急手当訓練  

(時間 ……９：４５～１０：４５)
<横口出入>

Ｃグループ…… 班長(ＯＯＯ会長、ＯＯＯ会長)

Ｄグループ……班長(ＯＯＯ会長、ＯＯＯ会長) 履
物
置

　　③ 応急手当訓練 　④ 応急手当訓練 　⑤ 応急手当訓練 場

　　⑥ 応急手当訓練 　⑦ 応急手当訓練 　⑧ 応急手当訓練

<正面出入口>

屋内鉄棒 ⇒

(時間 …９：４５～１０：４５) (時間 …１０：４５～１１：４５)

Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ…班長(ＯＯＯ会長、ＯＯＯ会長)Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ …班長(ＯＯＯ会長、ＯＯＯ会長）



 

 

 



 

 

 

 



 

 

第四回 豊田地区連合自主防災会「合同防災訓練」アンケート結果

          【訓練実施日：平成２５年８月２５日<日>】

＜ 町内の避難訓練 ＞ 　豊田地区連合自主防災会

設問１．当日の避難訓練は実施しましたか？ 設問２． 別の日に実施した（する予定）

実施  訓練内容の回答 実施済  訓練内容の回答
○印 避難訓練　　 要援護者の安否確認 又は 避難訓練    要援護者の安否確認
未実施 参加者 確認数　　　　　反応は？ 実施 参加者 確認数 　　 反応は？

世帯数 ×印 数(人) (未確認数) 予定 数(人) (未確認数)

住吉1丁目 ○ 43 6 良好であった ○ 平成２５年６月１７日<日>にも実施した

175 128 6 良好であった

住吉2丁目 × ○ 平成２５年１０月２７日<日>実施予定

190

住吉3丁目 ×

100

末広1・2丁目 ○ 33 6 反応は、あまり良くなかった

148 （1名）

末広3丁目 ×

【未結成】 82

豊田町 ○ 15 ＊対象要援護者はいない

87

土合1丁目 ×
【未結成】 97

土合2丁目 ○ 73 7 民生委員から声かけをしていただいたため、対象者は安心した様子

126

錦1・2・3丁目 ○ 76 14 対象者に事前連絡済みであったため、混乱無く訓練できた

210 （1名）

花園1丁目 × ＊避難場所に集合しないで班長が班内を巡回した

133

花園2丁目 ○ 39 5 早朝からの訓練のため、労いの言葉があった

140

花園3丁目 ×

140

大町1丁目 ×

11

大町2・3丁目 ○ 38 2 訓練について事前連絡されていたためｽﾑｰｽﾞにできた

186 （1名）

城南町 ○ 70 9 事前に参加表明された人は、全員確認できた

62 （4名） 町内の対象者となる人の通知・通告はしていない

東大町 ○ 43 1 対象者に声かけした

62 家族から大丈夫ですとの返答あり

曙1丁目 × ○ 平成２５年５月１９日<日>実施済み

48 15 ＊対象援護者はいない

曙2・3丁目 ×

140

上条町 ○ 140 10 近隣の方の協力を得ているので、安心されていた

254 ＊１０人中５人の方が、杖をつきながら自力で参加（避難）

笹崎3丁目 ○ 15
68

花園東1丁目 ○ 155 6
198 （3名）

花園東2丁目 ○ 95 2 対象者一人は、自力で避難した（もう一人は所用で自宅待機）

109
(2,766世帯) ○ 13 835 68 2

計 × 9 （10名）



 

第四回 豊田地区連合自主防災会「合同防災訓練」ｱﾝｹｰﾄ結果
  　　       【訓練実施日：平成２５年８月２５日<日>】

　＜ 合同防災訓練・・・豊田小、豊田コミセン ＞ 　　　　豊田地区連合自主防災会

設問１ 設問２ 設問３ 設問４
訓練の流れは？ 訓練の開催間隔は？  実施時期は？

世帯数は 今まで 今まで 今まで 変更した 　 今回の防災訓練に対する
25.4.1現在 どおり   別案 どおり 隔年 その他 どおり 方が良い  　感想及び要望事項について

世帯数 で良い 1年1回 実施 夏休み中 (時期は)

住吉1丁目 ○ ○ ○

175
住吉2丁目 ○ ○ ○ ①訓練は、忘れないよう継続が大切

②原発事故想定訓練と風水害避難訓練

190 　も取り入れて欲しい

住吉3丁目 ○ ○ ○ ①中越地震の体験して、当時どんな行動

　をしたのかｱﾝｹｰﾄで纏めてほしい

100 ②ｲﾝﾌﾗ状況や地域情報交換したい

末広1・2丁目 ○ ○ ○ ①防災訓練は、合同訓練として年一回を

148 　継続して欲しい

末広3丁目 ○ ○ ○
【未結成】 82 (１０月頃)

豊田町 ○ ○ ○ ①今回、初めて安否確認を取り入れた

  (現在、当町内に要援護者はいない)

87 ②町内として、最高の参加者を記録した

土合1丁目 ○ ○ ○
【未結成】 97 (１０月頃)

土合2丁目 ○ ○ ○ ①訓練種目の解説書を作成し、町内に

126 (９月下旬)   配付を検討して欲しい(復習可能)

錦1・2・3丁目 ○ ○ ○ ①子供が参加することは、良いことだが

210 　年配者にはと思う所がある

花園1丁目 ○ ○ ○ ①町内の役員も毎年交替するので、今ま

133 　でどおりで良い(勉強になった)

花園2丁目 ○ ○ ○

140
花園3丁目 ○ ○ ○

140 (2～3年間隔）

大町1丁目 ○ ○ ○

11
大町2・3丁目 ○ ○ ○ ①町内の役員も毎年交替するので、今ま

186 　でどおりで良い

城南町 ○ ○ ○ ①計画・準備・運営共に十分であったと

62 　思う、次年度以降も継続してほしい

東大町 ○ ○ ○ ①同じ事の繰り返しで身に付くもの、継

62 　続が大切(訓練で防災意識が高まる）

曙1丁目 ○ ○ ○ ①はしご車の搭乗年齢を下げられるか

48 (2～3年間隔) 　検討して欲しい

曙2・3丁目 ○ ○ ○

140
上条町 ○ ○ ○ ①多勢の方が参加、関心の高さが伺えた

②避難場所を町内と市指定を解りやすく

254 　して欲しい。災害時の連絡網の作成？

笹崎3丁目 ○ ○ ○
68 (６月頃)

花園東1丁目 ○ ○ ○ ①災害発生時に対応する場合、一度で

198 　一連の流れが体験できて良い

花園東2丁目 ○ ○ ○ ①訓練時間で体験者数に限度がある

109 (2～3年間隔) ②訓練種目の減少も検討要す

(2,766世帯) 計 22 18 4 17 5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花園東２丁目自主防災会「配布資料」一覧

英字  添付資料名

Ｊ 避難状況確認 ヒモ 

Ｋ 花園東２丁目 住民の現況と災害時の避難

状況簿(見本)

Ｌ 花園東２丁目 「災害時避難経路図」

Ｍ 【一次避難場所】花園北公園 植栽配置図

Ｎ 花園東２丁目自主防災会の主な業務

Ｏ 　同　の組織及び役割分担

Ｐ 　同　の「緊急連絡系統図」

Ｑ 花園東２丁目  洪水対策

「住宅玄関」と「道路面」の高低差図

Ｒ 自主防災マニュアル

<ﾒﾓ>



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　(記入例)

平成２６年度 取扱厳秘

　　【ＯＯ班…ＯＯ世帯】

※ 該当する箇所に○印を付けてください。
※ 緊急時に支援を必要とする場合は、連絡先の電話番号を記入してください。

敬称略

番号 役員名 世帯主名 家族の状況 祖父 祖母 実父 実母 世帯主 配偶者 子 子 子 子 その他 合計数 要支援者連絡先

 ﾅｶﾞｵｶ  ﾀ ﾛｳ 現在の家族状況 ○ ○ ○ ○ 4
① 長岡 太郎 (平日の日中在宅)

緊急時 支援必要

避難済
自主防災会  ﾊﾅｿﾞﾉ ｲﾁ ﾛｳ 現在の家族状況 ○ ○ ○ ○ 4 <世帯主携帯>

② 会長 花園 一郎 (平日の日中在宅) ○ 1 090-0000-0000

町内会 緊急時 支援必要 ◎ 1 配偶者妊婦

会長 避難済

 ﾜｶﾏﾂ  ｼﾞﾛｳ 現在の家族状況 ○ ○ 2 <長男電話番号>

③ 若松 二郎 (平日の日中在宅) ○ ○ 2 (携帯)090-00

緊急時 支援必要 ◎ ◎ 2 (電話)0258-00-0

避難済 老々介護世帯

自主防災会  ﾌｸｼﾏ  ﾊﾅｺ 現在の家族状況 ○ ○ ○ ○ ○ 5 <世帯主携帯>

④ 班長 福島 花子 (平日の日中在宅) ○ ○ 2 090-0000-00

町内会 緊急時 支援必要 ◎ 1
班長 避難済

 ﾄﾖﾀ   ｻﾌﾞﾛｳ 現在の家族状況 ○ 1 1人暮らし

⑤ 豊田 三郎 (平日の日中在宅) ○ 1 高齢者

緊急時 支援必要 ◎ 1 (緊急先連絡)

避難済 ＊取れない

花園東２丁目「住民の現況と災害時の避難状況簿」



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 花園東２丁目 自主防災会の主な業務

主要項目 主な業務の内容 時期
１．雪害関係 ①防災倉庫の除雪 ・防災倉庫前の除雪により倉庫扉の開閉確保

・防災倉庫の屋根の雪下ろし 降雪時

＊災害発生時の資機材確保 ・道路から公園内防災倉庫までの通路除雪

②歩道の除雪 ・歩道の除雪により、安全確保

・道路角地の除雪

＊通勤・通学者等の安全確保 ・災害発生時の避難路確保 降雪時

＊運転者の安全確保 ・通学道路の通行可能確認(豊田小、旭岡中)

③町内会員への除雪支援 ・特に高齢者への、玄関前除雪等の手伝支援

＊緊急時及び必要に応じて ・要請による雪下ろし緊急除雪支援 降雪時

④集会所の雪下ろし等除雪 ・当番年による町内会役員との雪下ろし検討

＊集会所の倒壊防止   (原則として、業者に依頼する)

・当番年の集会所玄関口の消し残り雪の処理 降雪時

  (ｻﾆｰﾎｰｽでの消雪で消えない箇所有)

２．水害関係 ①河川状況の周知徹底 ・栖吉川の状況把握 随時

 ＊氾濫による被害等の防止   (堤防内の砂除去等整備状況を市等行政へ要請) (降雨時)

 ＊住宅玄関と道路高低差図 ・雪解け、梅雨と台風発生時期の情報収集

   の作成と活用 ・住民へ河川の状況について随時連絡

②雨水溝の管理 ・雨水溝のゴミ等除去(含む町内一斉清掃)

・グレーチングの破損等管理(市へ連絡) 随時

３．火災関係 ①消火栓の確保 ・道路上にある水道阻水弁除雪と確認

・北公園内の消火ﾎｰｽ脱着消化管回りの除雪 降雪時

②町内の巡回 ・日中及び夜間の町内巡回

・一人暮らし及び高齢者世帯の確認 原則

・日中不在世帯の確認 毎日

４．地震関係 ①避難経路の確認 ・町内で避難訓練時に定めた避難経路の確認

＊障害物、危険物等ないか ・避難経路での無断駐車等の確認 随時

・花園北公園から、豊田小学校までの避難通路確認

②避難場所の確認 ・町内避難場所である花園北公園内の状況確認

＊公園内は、整備されているか ・花園北公園内の木々の剪定等必要か確認 随時

③電柱、木々等の安全確認 ・電柱の倒壊・ﾄﾗﾝｽ落下等の危険はないか確認

＊電柱設置図の活用 ・木々の倒壊や道路面へのはみ出し確認

 　(特に、豊田小学校までの安全も確認)

④防災資機材の確認 ・防災訓練、町内まつり等の使用後の在庫確認

＊防災資機材の稼働訓練実施 ・防災資機材資産台帳により定例確認する 必要に

・食糧、飲料水は当面具備しない 応じて

⑤役員の防災意識の向上 ・災害意識の向上のため、町内会議はじめ

＊定例会議を年3回程度開催 　町外会議、研修会等へ積極的に参加する 随時
・町内会との連携により自助、共助、協働を推進

５．原発関係 ①早期情報入手 ・事故発生時の長岡市や柏崎刈羽原発

②避難等の対応確認  からの早期情報入手

 (原発から当町内までの直線距離 ２３km) 随時

・市等行政からの指示により、避難する



 

 

 

 

【平常時の役割】 【災害時の役割】

【 本 部 】
(防災会長) 情報連絡班 ・防災ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布 ・防災関係機関からの情報

 浅 見 孝 一 <班長> ・住民に対する可及的、的確

(防災副会長) ＯＯＯＯＯ ・防災に対する知識   広報の徹底

　ＯＯＯＯＯ <副班長> ⇒   の広報 ⇒ ・被害状況や必要な支援

　ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ   調査

　ＯＯＯＯＯ 　　シ班 班長

　ＯＯＯＯＯ

(運営委員) 初期消火班 火の用心徹底 出火防止の徹底

　ＯＯＯＯＯ <班長> ・初期消火訓練の ・初期消火活動の実施

　ＯＯＯＯＯ ＯＯＯＯＯ   実施 ・随時の夜回り実施

<副班長> ⇒ ・随時の夜回り実施 ⇒ ・消防機関との指示に従い

ＯＯＯＯＯ
　　1班 班長
　　２班 班長

<運営委員会> 救出救護班 ・応急手当、救出訓練 ・倒壊家屋からの救出

・規約、活動計画 <班長>   の実施

 の作成 ＯＯＯＯＯ ・負傷者の応急手当

・防災関係機関と <副班長> ⇒ ・救出資機材、医薬品 ⇒

 の連絡窓口 　　6班 班長   等の備蓄と管理 ・救出活動の協力呼びかけ

・各班員の招集及 　 ピ班 班長

 び役割分担

・防災マップ等の 避難誘導班 【地域内確認箇所】 ・避難経路の安全確認

 作成 <班長> ① 危険個所 ・避難呼びかけ及び誘導

・避難所運営委員 ＯＯＯＯＯ ⇒ ② 避難場所 ⇒ ・避難場所での点呼・確認

 への参画 <副班長> ③ 避難経路 ・要援護者の避難・誘導

ＯＯＯＯＯ ④ 要援護者の確認   確認

　　5班 班長 　 と誘導

給食給水班 ・炊き出し訓練の実施 ・炊き出しと給水活動

<班長> ・コンビニ、スーパー等から

ＯＯＯＯＯ ⇒ ・災害時に利用できる ⇒   の飲食料の確保

<副班長>  「井戸」･「給水拠点」 ･「食糧」･「水」･「生活必需

　　4班 班長   の確認   品」の仕分け及び配布

  子供会防災担当

花園東２丁目「自主防災会」の組織及び役割分担

 各班が積極的に相互協力すること。

≪ 避 難 所 で の 活 動 ≫

・避難所運営ルール等の作成及び必要事項の確保

・避難所の受付・記録・ｽﾍﾟｰｽの確保及び情報伝達

　避難所の開設と運営

＊防災会長、施設管理者、市職員の三者の協働による

　 ≪災害活動に関する協力事項≫

・災害活動にあたっては、各班の担当業務

 を確実に全うする。

・業務の軽重・災害時の実情等を勘案して



 

  町外厳秘

【連絡方法】

会長 　浅　見　孝　一 ①可及的速やかに緊急内容を連絡すること。

携帯 ②副班長が不在の時は、班長が連絡すること。

自宅 ※必要に応じて夜間・休日の実働もある。

◎ 町内総世帯数 … 109世帯

情報連絡班　班長　　 ＯＯＯＯ 副班長 (３班 班長) ＯＯＯＯ

携帯 携帯
自宅 自宅

◎

→ 初期消火班 班長  ＯＯＯＯ → 副班長 (固定役員) ＯＯＯＯ

← 携帯 ← 携帯
自宅 自宅

◎ → 副班長 (1班 班長) ＯＯＯＯ

← 携帯
自宅

◎ → 副班長 (2班 班長) ＯＯＯＯ

← 携帯
自宅

→ 救出救護班 班長 ＯＯＯＯ → 副班長 (6班 班長) ＯＯＯＯ

← 携帯 ← 携帯
自宅 自宅

◎ → 副班長 (ﾋﾟﾕｱﾀｳﾝ班 班長) ＯＯＯＯ

◎ ← 携帯
自宅

→ 避難誘導班 班長 ＯＯＯＯ → 副班長 (ｼﾙﾌｨｰﾄﾞ班 班長) ＯＯＯＯ

← 携帯 ← 携帯
自宅 自宅

◎ → 副班長 (5班 班長) ＯＯＯＯ

◎ ← 携帯
自宅

→ 給食給水班 班長 ＯＯＯＯ → 副班長 (4班班長) ＯＯＯＯ

← 携帯 ← 携帯
自宅 自宅

◎ → 副班長 (子供会防災担当) ＯＯＯＯ

← 携帯
自宅

花園東２丁目自主防災会 「緊急連絡系統図」

3班の総世帯数 … 16世帯

1班の総世帯数 … 20世帯

2班の総世帯数 … 15世帯

4班の総世帯数 … 15世帯

5班の総世帯数 … 14世帯

6班の総世帯数 … 15世帯
ﾋﾟﾕｱﾀｳﾝの総世帯数 … 8世帯

ｼﾙﾌｨｰﾄﾞ班の総世帯数 … 6世帯



 

 

花園東２丁目洪水対策

　  「住宅玄関」と「道路面」の高低差図
平成２５年７月１日現在

　　　　空き地  空き地

緑色 は、高床式住宅 用 シルフィードコート ⑮ ⑭

黄色 は、道路面より８０ｃｍ以上 水 ⑨ ⑩  北陸ｶﾞｽ

赤色 は、道路面より８０ｃｍ未満 路 ⑧ ⑪ 花園東集会所

◎ は、街路樹（イチョウ） ↓ ⑦ ⑫ ③

⑥ ⑬ ① ②

④ ⑤

歩道 ◎ 歩道 ◎ ◎ ◎ ◎ 歩道

歩道 ◎ 歩道  ◎ ◎ 歩道　◎ ◎ 歩道 ◎

畑 ⑬ ⑭ ⑥ ⑦ ⑦ ⑧

⑫ ① ⑤ ⑧ ⑥ ⑨

⑮ ⑪ ② ⑤ ⑩

資材   花園北公園 ④ ⑪

置場 ③ ⑫

⑩ ③ ④ ⑨ ② ⑬

⑦ ⑯ ① ① ⑭

⑥ ⑧ ⑮ ② ⑦ ⑧

⑤ ④ ⑨ ⑭ ③ ⑥ ⑨

水田 ③ ⑩ ⑬ ④ ⑤ ⑩

② ⑪ ⑫ ⑤ ④ ⑪

⑱ ① ⑫ ⑪ ⑥ ③ ⑫

⑲ ⑯ ⑬ ⑩ ⑦ ② ⑭ ⑬

⑮

⑳ ⑰  　 ピユアタウン ⑧ ⑨ ⑮ ①

⑭

→ 　　用 水 路  → ←　用 水 路
↓

畑 　　　花園３丁目 花園３丁目 畑



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



第３回 防災活動事例発表会
～「地域防災マップ」作成と活用～

神明地区 自主防災会

会長 太刀川 聡

 

 

 

 

神明町内会について

①神明町内会の位置及び特徴

②自主防災会の現状

 

 

 

 

 



 

 

神明町内会
大手大橋

長岡駅

神明町内会の位置

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

地域防災マップについて

 地域の危険箇所

 過去の被災状況

 地域の避難所

 災害時の避難経路

など

地域の特徴をまとめた地図

 

 

 

 

ハザードマップとの違い

【ハザードマップ】

 広い地域の危険性
の認識

 地域の特徴等細部
までは反映できない

【地域防災マップ】

 地域ごとの危険性を
把握できる

 地域の特徴等を反
映させることができ
る

 



 

 

 

 

 

地域防災マップ作成の流れ

ワークショップ（約１～４回）

地域の危険箇所等の確認

過去の被害状況の確認

避難経路等の確認

対処方法等の確認

 

 

 

 

神明地区地域防災マップ作成
参加者

 町内役員

 町内住民

 老人会

 成年会

 民生委員

 子ども会

 福祉施設管理者 など

各回約10～15名参加

 



 

 

 

 

 

 

 

第１回ワークショップ

 段彩図等を用いて地域の地形の確認をする（土地の標高など）
 過去に災害があった場所、その原因となった箇所等を確認し、地図に書
き込む

 被害の範囲、程度、時期及び被害の頻度など具体的に地図に書き込む

段彩図

 

 

 

 



第２回、３回ワークショップ

 第１回ワークショップで集めた情報を整理し、内容の確認
 内容に追加項目がないか確認
 過去の被害の状況から、避難経路や避難方法などを検討

 

 

 

 

 

 

 

第４回ワークショップ（完成）

 これまでワークショップ
に参加することができ
なかった住民に対して、
防災マップを用いて避
難経路や危険箇所等
について説明

 

 



 

 

神明地区
地域防災マップのポイント

 自動車の避難ルートの記載

 冠水時の通行注意箇所

 火災時重点支援施設の記載

 

 

 

 

 

 

 

 

地域防災マップの活用

①町内配布と活用の指導

②今後の活用について



 

 

 

ご清聴ありがとうございました

 

 

 

 


